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十
月
三
十
一
日
（
火
）
東

宮
御
所
に
お
い
て
、
長
寿
善

行
者
が
皇
太
子
殿
下
か
ら
御

接
見
の
栄
誉
を
賜
っ
た
。
御

接
見
の
光
栄
に
浴
し
た
別
掲

の
百
十
八
名
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
か
ら
表
彰

を
受
け
た
後
も
、
優
れ
た
善

行
を
重
ね
ら
れ
て
七
十
歳
以

上
に
な
ら
れ
た
長
寿
善
行

者
で
全
国
か
ら
推
挙
さ
れ

た
方
々
で
あ
る
。
朝
か
ら
冷

え
込
み
雲
間
か
ら
と
き
お
り

薄
日
が
さ
す
中
、
午
前
十
一

時
、
明
治
記
念
館
「
富
士
一

の
間
」
に
長
寿
善
行
者
が
集

合
し
た
。
勝
野
副
会
長
か
ら

の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、

次
い
で
三
班
に
分
か
れ
て
記

念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
会

食
と
な
っ
た
。
休
憩
の
後
、

午
後
一
時
半
、
事
務
局
の
誘

導
に
よ
り
道
一
つ
隔
て
て
隣

接
す
る
東
宮
御
所
へ
と
出
発

し
た
。
約
十
分
で
東
宮
御
所

入
り
口
に
到
着
し
、「
日
月

の
間
」
に
通
さ
れ
た
。「
日

月
の
間
」
は
都
心
の
喧
騒
を

忘
れ
る
静
け
さ
と
常
緑
樹
の

緑
に
囲
ま
れ
た
中
庭
に
面
し

て
あ
り
、
室
内
は
東
山
魁
夷

画
伯
の
見
事
な
「
日
月
四
季

図
」
で
飾
ら
れ
、
参
内
者
一

同
を
厳
粛
な
中
に
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
。
十
四
時
半
、

凛
々
し
い
お
姿
の
中
に
も
慈

愛
に
満
ち
た
優
し
い
笑
み
を

浮
か
べ
ら
れ
た
皇
太
子
殿
下

が
中
央
正
面
に
お
進
み
に
な

ら
れ
、
勝
野
副
会
長
よ
り
参

内
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

た
。
続
い
て
山
口
樹
氏
（
静

岡
県
）
が
、
参
内
者
を
代
表

し
て
別
掲
の
活
動
報
告
と
感

謝
の
言
葉
を
謹
ん
で
申
し
上

げ
た
。
皇
太
子
殿
下
か
ら
は

「
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
健
康
に
留

意
し
、
更
に
活
躍
を
心
よ
り

願
い
ま
す
。」
と
の
励
ま
し
の

お
言
葉
を
賜
っ
た
。
こ
の
後

前
列
に
着
席
す
る
善
行
者
の

前
に
進
ま
れ
、
ひ
と
り
ひ
と

り
か
ら
、
今
ま
で
の
活
動
や

経
験
な
ど
ご
熱
心
に
お
聞
き

に
な
り
、
御
下
問
を
さ
れ
た

り
励
ま
し
の
お
言
葉
を
か
け

ら
れ
て
、
ご
一
巡
の
後
、
優

し
い
ご
会
釈
の
上
ご
退
場
な

さ
れ
た
。
十
五
時
、
予
定
通

り
厳
か
に
行
わ
れ
た
御
接
見

は
終
わ
り
、
参
内
者
一
同
、

生
涯
忘
れ
得
ぬ
栄
光
と
感
動

を
胸
に
東
宮
御
所
を
後
に
し

た
。
参
加
者
に
は
株
式
会
社

虎
屋
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
菓

子
詰
め
合
わ
せ
」
が
お
土
産

と
し
て
贈
ら
れ
た
。

御

　礼

„
長
寿
善
行
者
＂
の
皆
さ

ん
に
株
式
会
社
虎
屋
様
か
ら

今
日
の
よ
き
日
を
祝
し
て
甘

味
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平成29年度 皇太子殿下の御接見
－東宮御所に御接見の光栄に浴した長寿善行者118名－

御
接
見
の
栄
誉
に
浴
し
て

	

静
岡
県
浜
松
市

山

　口

　
　
　樹

本
日
は
長
寿
善
行
者
と
し

て
皇
太
子
殿
下
の
御
接
見
を

賜
り
、
真
に
有
難
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
三
十
九
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
時
、

金
融
機
関
に
職
を
得
て
以
降

転
勤
に
つ
ぐ
転
勤
で
三
十
年

間
に
亘
る
銀
行
員
生
活
を
終

え
た
後
、
小
規
模
な
ゼ
ネ
コ

　

御
接
見
参
加
者
名
簿
　118名

（
北
海
道
）
河
野
敏
一
、
山

内
千
惠
子
、
野
上
敦
子
（
青

森
県
）
佐
藤
令
子
、
佐
々
木

み
ゑ
、
柿
﨑
タ
カ
（
岩
手

県
）
岩
間
多
恵
子
、
芳
賀　

衛
、
平
賀
昭
士
（
宮
城
県
）

菅
野
け
い
子
、
松
山
繁
夫
、

水
戸　

烈
、
古
澤
恵
子
、
川

島
和
子
（
山
形
県
）
舟
山
英

雄
、
髙
橋
健
一
、
鈴
木
京
子
、

荒
澤
志
子
、
鶴　

雄
子
、
推

名
新
一
（
福
島
県
）
安
部
洋

子
、
遠
藤
君
子
、
遠
藤
和
三
、

濵
津
政
勝
（
栃
木
県
）
萩
原

秀
夫
、
橋
本
欣
一
、
佐
々
木

ト
シ
、
松
田
栄
治
、
佐
藤
裕

信
、
前
田
恵
美
子
、
枝　

賢

一
郎
（
群
馬
県
）
柴
山
八
千

代
、
本
嶋
義
久
、
萩
原
ス
ミ

ヱ
、
戸
丸
冨
美
子
、
斉
藤
節

子
、
上
原
計
夫
、
飯
塚
祐

子
、
立
川
美
加
子
、
岡
田
惠

津
子
、
山
本
長
男
、
吉
本
賢

二
、
中
村
弘
志
、
須
藤
カ
ヅ

子
、
前
田
久
枝
、
塚
越
憲
子
、

根
岸
恒
雄
、
林　

昌
枝
、
川

嵜　

實
（
埼
玉
県
）
大
河
内

裕
之
、
市
川
武
弘
（
千
葉
県
）

鶴
岡
信
次
、
金
井
芳
夫
、
松

岡
千
草
、
須
藤
治
雄
（
東
京

都
）
轟　

豊
藏
、
角
田
由
起

子
、
角
田
仙
太
郎
、
髙
山
佐

内
治
、
御
林
久
次
、
下
村
セ

イ
、
河
原
祥
雄
、
加
瀬
よ
し

江
、
鈴
木
光
枝
、
鈴
木
恭
一

郎
、
島　

賀
照
、
末
吉
啓
太

郎
、
鎌
田
美
惠
子
、
古
谷
妙

子
（
神
奈
川
県
）
乃
美
香
津

子
、
小
石
川　

保
、
曽
我
和

子
、
山
川
哲
生
、
大
倉
田
鶴

子
、
仲
子
先
一
郎
、
川
浦
恭

子
、
佐
藤
和
子
（
山
梨
県
）

中
島　

浩
（
福
井
県
）
森
下

定
信
（
静
岡
県
）
蝦
名
勇
次
、

金
子
和
子
、
伊
倉
正
延
、
山

口　

樹
、
高
林
次
枝
（
愛
知

県
）
永
津
碩
子
、林　

順
美
、

清
水
勝
之
、
吉
村
鈴
夫
（
滋

賀
県
）
三
木
一
暁
、
河
田
美

智
子
（
大
阪
府
）
長
谷
信
一
、

市
口
明
彦
、
城
島
末
明
、
田

中
惠
美
子
（
兵
庫
県
）
三
枝

　

實
、
有
野　

勇
、
若
田
芳

枝
、
山
本
孝
男
、
氏
丸
晃
子
、

村
瀬
順
枝
、
八
木
佐
和
子
、

鹿
嶽
節
雄
、
奥　

久
雄
、
髙

部
武
久
（
岡
山
県
）
田
村
博

治
、
大
月
武
尚
（
広
島
県
）

井
上
義
雄
（
香
川
県
）
大
野

　

勝
（
愛
媛
県
）
西
川
康
子

（
福
岡
県
）
石
丸
昭
則
、
日

髙
淳
吉
、
是
枝
亮
子
、
大
内

マ
ツ
ノ
、
櫻
井
國
夫
（
長
崎

県
）
藤
井
喜
久
夫
（
熊
本
県
）

中
山
一
市
（
沖
縄
県
）
知
念

範
紺
、
渡
慶
次
葉
末
子

（
敬
称
略
）

ン
に
身
を
置
く
こ
と
二
十

年
。
代
表
者
と
し
て
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
何
が
今
の
私

を
支
え
て
い
る
か
考
え
て
み

ま
す
と
、
そ
れ
は
、
多
く
の

人
と
の
出
会
い
が
全
て
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

私
が
一
貫
し
て
活
動
し
て

き
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

青
少
年
健
全
育
成
、
環
境
保

護
、
交
通
安
全
、
防
犯
、
防

災
活
動
等
、
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
す
が
、
要
は
見
返
り

を
求
め
な
い
活
動
を
継
続
し

て
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

私
が
秘
か
に
自
負
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
健
康
で
あ
る
こ

と
で
す
。
私
は
小
学
校
入
学

以
来
現
在
ま
で
病
気
で
学
校

や
会
社
を
休
ん
だ
こ
と
が
一

日
も
な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
善
行
会
の
主

眼
で
あ
る
「
愛
と
勇
気
」
を

も
っ
て
支
部
会
員
と
手
を
つ

な
ぎ
活
動
を
続
け
て
参
る
所

存
で
す
。

本
日
は
皇
太
子
殿
下
の
ご

接
見
を
賜
り
同
席
の
善
行
者

一
同
、
感
激
の
日
と
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
皇
太
子
、
同

妃
両
殿
下
の
ご
健
康
と
皇
室

の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


